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第１回
4/6

総論
歯周組織の構造と
機能

【授業の一般目標】
　歯周病と歯周治療について学ぶ。正常歯周組織を理解す
る。（解剖学的，生理学的，生化学的特徴）
【行動目標（SBOs)】
　歯科医師としての実務経験を活かし，以下の内容を説明す
る。正常歯周組織の各部の名称を説明できる。
【準備学修項目・時間】
予習時間:30分 歯周組織の解剖学的特徴を予習する。
復習時間:30分 歯周組織の生理・生化学特徴を復習する。
【アクティブラーニング】
無
【学修方略（LS)】
講義

山口亜利彩

臨床歯周病学 第3版 医歯薬出版，ザ・ペリオドントロジー 第3版 永末書店

歯周外科 見て学んで始めるガイド クインテッセンス出版

平常試験を１回行いその点数を最終評価とする。なお，平常試験において６０点に達しない場合
には，追再試験期間に全範囲における再試験を行う。

毎回の授業を理解して，次の授業に望むこと。分からない部分は，活発に質問すること。歯科医
師の実務経験を活かし，歯周病および歯周治療について説明する。

　　　科目名「   歯周治療学    」

                     科目責任者

                     小方　賴昌

歯周治療は，歯科治療の基本で，歯周治療が終了した健康な歯周組織でなければ歯科治療は成功
しない。また，安定した咬合機能を営むためには，歯周組織が健康である必要がある。歯周治療
終了後，回復した口腔機能を長期間に渡り維持するためには，サポーティブセラピーまたはメイ
ンテナンスを継続して行う必要がある。歯周治療学では，正常歯周組織を理解し，その病因，臨
床像を正しく認識し，その治療法を学ぶことを目的とする。

小方賴昌，中山洋平，高井英樹，高井瑞穂，山口亜利彩，齋藤由未

歯科衛生学シリーズ　歯周病学　医歯薬出版



第２回
4/13

歯周病の疫学
歯周病の羅患
状況

【授業の一般目標】
　疫学的検索による歯周病の羅患状況を理解し，他の歯科疾
患の羅患率と比較する。疫学的評価法を学ぶ。
【行動目標（SBOs)】
　歯科医師としての実務経験を活かし，以下の内容を教授す
る。歯科の２大疾患と歯周病の罹患状況を説明できる。
【準備学修項目・時間】
予習時間:30分 歯科疾患の罹患率を調べる。
復習時間:30分 歯周病と他の歯科疾患の罹患率を比べる。
【アクティブラーニングの有無】
 無
【学修方略（LS)】
 講義

齋藤由未

第３回
4/20

歯周病の病因(1)
プラーク，バイオ
フィルムと歯石，
歯周病における細
菌の役割，病因，
メカニズム

【授業の一般目標】
　歯周病と歯周病原菌（バイオフィルム）の関係，炎症との
関係を理解する。
【行動目標（SBOs)】
　歯科医師としての実務経験を活かし，以下の内容を教授す
る。プラークと歯石の構造と臨床的意味を理解する。
【準備学修項目・時間】
予習時間:30分 プラークと歯石について予習する。
復習時間:30分 歯周病原菌について復習する。
【アクティブラーニングの有無】
 無
【学修方略（LS)】
 講義

山口亜利彩

第４回
4/27

歯周病の病因(2)
歯周病と全身疾
患，遺伝との関
係，リスクファク
ターについて

【授業の一般目標】
　歯周病と全身疾患，遺伝との関係，リスクファクターにつ
いて学ぶ。
【行動目標（SBOs)】
　歯科医師としての実務経験を活かし，以下の内容を教授す
る。歯周病と関連する全身疾患を説明できる。
【準備学修項目・時間】
予習時間:30分 歯周病と全身疾患との関係を予習する。
復習時間:30分 歯周病と全身疾患との関係を復習する。
【アクティブラーニングの有無】
 無
【学修方略（LS)】
 講義

高井瑞穂

第５回
5/11

歯周病の診査と
診断(1)
歯周病の臨床像
歯周病の分類

【授業の一般目標】
 　歯周病の臨床所見を理解する。歯周病の分類を学ぶ。
【行動目標（SBOs)】
 　歯科医師としての実務経験を活かし，以下の内容を教授す
る。歯周病の症状と特徴を説明できる。
【準備学修項目・時間】
予習時間:30分 歯周病の臨床像について予習をする。
復習時間:30分 歯周病の臨床像について復習をする。
【アクティブラーニングの有無】
 無
【学修方略（LS)】
 講義

中山洋平



第６回
5/18

歯周病の診査と
診断(2)
歯周病の病態

【授業の一般目標】
 　歯周疾患の病態，歯肉炎と歯周炎の違いを理解する。
【行動目標（SBOs)】
 　歯科医師としての実務経験を活かし，以下の内容を教授す
る。歯周病の臨床所見と分類を説明できる。
【準備学修項目・時間】
予習時間:30分 歯周病の臨床所見を予習する。
復習時間:30分 歯周病の臨床所見を復習する。
【アクティブラーニングの有無】
 無
【学修方略（LS)】
 講義

中山洋平

第７回
5/25

歯周病の診査と
診断(3)
歯周病検査
治療計画の立案
応急処置

【授業の一般目標】
　歯周治療の流れを理解する。歯周病検査の意義と内容を説
明できる。歯周病検査の結果を基に，診断および治療計画の
立案ができる。
【行動目標（SBOs)】
　歯科医師としての実務経験を活かし，以下の内容を教授す
る。1.歯周治療の流れを説明できる。2.歯周病検査(基本検
査、精密検査)の項目を説明できる。
【準備学修項目・時間】
予習時間:30分 歯周治療の流れについて予習する。
復習時間:30分 歯周治療の流れについて復習する。
【アクティブラーニングの有無】
 無
【学修方略（LS)】
 講義

齋藤由未

第８回
6/1

歯周基本治療(1)
歯周基本治療の種
類

【授業の一般目標】
　歯周基本治療とはなにか？歯周基本治療で行う項目につい
て学ぶ。
【行動目標（SBOs)】
　歯科医師としての実務経験を活かし，以下の内容を教授す
る。歯周基本治療の種類を列挙し，その目的を説明できる。
【準備学修項目・時間】
予習時間:30分 歯周基本治療の種類について予習する。
復習時間:30分 歯周基本治療の種類について復習する。
【アクティブラーニングの有無】
 無
【学修方略（LS)】
 講義

高井瑞穂

第９回
6/8

歯周基本治療(2)
プラークコント
ロール
スケーリング

【授業の一般目標】
　プラークコントロール，ブラッシング指導について学ぶ。
【行動目標（SBOs)】
　歯科医師としての実務経験を活かし，以下の内容を教授す
る。口腔衛生指導の重要性を理解する。
【準備学修項目・時間】
予習時間:30分 口腔清掃指導の目的を予習する。
復習時間:30分 口腔清掃指導の目的を復習する。
【アクティブラーニングの有無】
 無
【学修方略（LS)】
 講義

齋藤由未



第１０回
6/15

歯周基本治療(3)
スケーリング・
ルートプレーニン
グ

【授業の一般目標】
　スケーリング・ルートプレーニング（SRP）で使用する器具
について学ぶ。スケーリングとルートプレー二ングの違いに
ついて学ぶ。器具の研磨法を学ぶ。
【行動目標（SBOs)】
　歯科医師としての実務経験を活かし，以下の内容を教授す
る。スケーラーの種類とその特徴を説明できる。
【準備学修項目・時間】
予習時間:30分 スケーラーの種類を予習する。
復習時間:30分 スケーラーの特徴を復習する。
【アクティブラーニングの有無】
 無
【学修方略（LS)】
 講義

山口亜利彩

第１１回
6/22

歯周外科治療(1)

【授業の一般目標】
　歯周外科治療の種類と術式，適応について学ぶ。
【行動目標（SBOs)】
　歯科医師としての実務経験を活かし，以下の内容を教授す
る。1.歯周外科治療の種類とそれぞれの適応を説明できる。
2.歯周組織再生誘導法の適応を説明できる。3.歯周形成手術
の適応を説明できる。
【準備学修項目・時間】
予習時間:30分 歯周外科治療の種類を予習する。
復習時間:30分 歯周外科治療の適応を復習する。
【アクティブラーニングの有無】
 無
【学修方略（LS)】
 講義

高井英樹

第１２回
6/29

歯周外科治療(2)

【授業の一般目標】
　歯周外科治療で使用する器具の種類とその使用法について
理解する。歯周外科治療の準備および後片付け，滅菌，ド
レーピングについて学ぶ。
【行動目標（SBOs)】
　歯科医師としての実務経験を活かし，以下の内容を教授す
る。歯周外科治療の種類と使用器具について説明できる。
【準備学修項目・時間】
予習時間:30分 歯周再生療法の種類を予習する。
復習時間:30分 歯周再生療法の適応症を復習する。
【アクティブラーニングの有無】
 無
【学修方略（LS)】
 講義

高井英樹



第１３回
7/6

歯周外科治療(3)
根分岐部病変と
その治療法，サ
ポーティブペリオ
ドンタルセラピー
とメインテナンス

【授業の一般目標】
　根分岐部病変の原因と治療について理解する。ペリオドン
タルサポーティブセラピーとメインテナンスの違いについて
理解する。リコールの重要性について理解する。
【行動目標（SBOs)】
　歯科医師としての実務経験を活かし，以下の内容を教授す
る。根分岐部病変と歯内－歯周病変の分類について説明でき
る。ペリオドンタルサポーティブセラピーとメインテナンス
の違いについて説明できる。
【準備学修項目・時間】
予習時間:30分 根分岐部病変の分類とペリオドンタルサポー
ティブセラピーとメインテナンスについて予習する。
復習時間:30分 根分岐部病変の治療法とペリオドンタルサ
ポーティブセラピーとメインテナンスについてを復習する。
【アクティブラーニングの有無】
 無
【学修方略（LS)】
 講義

高井瑞穂

第１４回
7/13

歯周外科治療(4)
咬合性外傷と
その治療法
歯内歯周病変と
その治療法
歯周治療まとめ
（1）

【授業の一般目標】
　 歯周治療の全体像を理解する。咬合性外傷の原因と病変の
進行について学ぶ。歯周治療と補綴，矯正治療との関係につ
いて学ぶ。歯肉歯槽粘膜の病変とその原因，治療方法，知覚
過敏処置について学ぶ。歯内－歯周病変について学ぶ。
【行動目標（SBOs)】
　歯科医師としての実務経験を活かし，以下の内容を教授す
る。1.咬合性外傷，歯肉歯槽粘膜の病変とその原因，知覚過
敏処について学ぶ。2.歯内－歯周病変について学ぶ。
【準備学修項目・時間】
予習時間:30分 咬合性外傷，歯根露出，知覚過敏について予
習をする。
復習時間:30分 歯内－歯周病変について復習をする。
【アクティブラーニングの有無】
 無
【学修方略（LS)】
 講義

小方賴昌

第１５回
7/20

歯周治療まとめ
（2）

【授業の一般目標】
  歯周治療の全体像を理解する。
【行動目標（SBOs)】
　歯科医師としての実務経験を活かし，以下の内容を教授す
る。歯周治療の流れ，歯周基本治療と歯周外科治療について
説明できる。
【準備学修項目・時間】
予習時間:30分 歯周治療の全体像を予習する。
復習時間:30分 歯周治療の全体像を復習する。
【アクティブラーニングの有無】
 無
【学修方略（LS)】
 講義，テスト

小方賴昌


